
2026年５月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）
2025年10月14日

上場会社名 株式会社ジーデップ・アドバンス 上場取引所  東

コード番号 5885 ＵＲＬ  https://info.gdep.co.jp

代表者 （役職名）代表取締役CEO　執行役員 （氏名）飯野　匡道

問合せ先責任者 （役職名）取締役CFO　執行役員 （氏名）大橋　達夫 ＴＥＬ  022-713-4050

配当支払開始予定日 －

決算補足説明資料作成の有無：有

決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年５月期第１四半期 948 △24.0 166 △5.3 198 20.5 135 19.2

2025年５月期第１四半期 1,249 73.8 176 57.7 164 68.7 113 68.5

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年５月期第１四半期 25.06 24.44

2025年５月期第１四半期 21.27 20.55

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年５月期第１四半期 4,500 2,867 63.6

2025年５月期 4,608 2,851 61.8

（参考）自己資本 2026年５月期第１四半期 2,863百万円 2025年５月期 2,848百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年５月期 － 0.00 － 23.00 23.00

2026年５月期 －

2026年５月期（予想） 0.00 － 29.00 29.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,308 10.2 934 11.2 934 17.3 617 15.0 114.06

１．2026年５月期第１四半期の業績（2025年６月１日～2025年８月31日）

（注）　当社は、2024年12月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定し、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益」を算定しております。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年５月期の業績予想（2025年６月１日～2026年５月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

２．当社は年次での業務管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の業績予想の記載を省略しておりま
す。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年５月期１Ｑ 5,425,600株 2025年５月期 5,413,600株

②  期末自己株式数 2026年５月期１Ｑ 457株 2025年５月期 424株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年５月期１Ｑ 5,417,325株 2025年５月期１Ｑ 5,354,852株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

　（注）詳細は、添付資料Ｐ５「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半期財

務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：有

③  会計上の見積りの変更                    ：有

④  修正再表示                              ：無

　（注）当第１四半期会計期間より減価償却方法及び耐用年数の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積

りの変更と区別することが困難な場合」に該当しております。詳細は、添付資料Ｐ５「２．四半期財務諸表及

び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針

の変更及び会計上の見積りの変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

　（注）当社は2024年12月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。2025年５月期の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」

を算定しております。

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料Ｐ２「１．経営成績等の概況（３）業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

　決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しています。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期累計期間における我が国経済は、個人消費の持ち直しやインバウンド需要の回復などを背景に、緩

やかな回復基調が続きました。一方で、原材料価格の高止まり、為替の急激な変動、米国関税政策による海外経済

の減速懸念など、先行きについては不透明な状態が続いております。

　このような経済環境の中、国内企業のIT関連への設備投資の需要は高く、生産性向上、競争力強化や省人化のた

めのデジタル化に向けたIT投資需要は底堅く推移し、特に生成AIの実用化が進んでいることに伴う高性能なGPUサ

ーバー及びそれを活用したAIインフラ構築需要は引き続き順調に推移しております。

　このような状況下で、当社はミッションである「Advance with you　世界を前進させよう」のもと、収益拡大に

取り組んでまいりました。

　この結果、当第１四半期累計期間の経営成績は、売上高948,848千円（前年同期比24.0％減）、営業利益166,914

千円（同5.3％減）、経常利益198,054千円（同20.5％増）、四半期純利益135,746千円（同19.2％増）となりまし

た。

　なお、当社はシステムインキュベーション事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略してお

ります。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

　当第１四半期会計期間末における流動資産合計は4,290,949千円となり、前事業年度末に比べて100,264千円減少

いたしました。これは主として受取手形、売掛金及び契約資産が228,159千円、商品が413,252千円、未収入金の発

生等により流動資産「その他」が75,413千円増加したものの、現金及び預金が817,089千円減少したことによるも

のです。

　また、固定資産合計は209,524千円となり、前事業年度末に比べて7,849千円減少いたしました。これは主として

有形固定資産を8,411千円、無形固定資産を3,800千円取得したものの、固定資産の償却により19,724千円減少した

ことによるものです。

　この結果、資産合計は4,500,474千円となり、前事業年度末に比べて108,114千円減少いたしました。

（負債）

　当第１四半期会計期間末における流動負債合計は922,949千円となり、前事業年度末に比べて104,308千円減少い

たしました。これは主として前受金が130,826千円増加したものの、支払手形及び買掛金が63,854千円、未払法人

税等が126,744千円、未払消費税の支払い等により流動負債「その他」が59,086千円減少したことによるもので

す。

　また、固定負債合計は709,562千円となり、前事業年度末に比べて19,852千円減少いたしました。これは長期前

受金が19,852千円減少したことによるものです。

　この結果、負債合計は1,632,511千円となり、前事業年度末に比べて124,160千円減少いたしました。

（純資産）

　当第１四半期会計期間末における純資産合計は2,867,963千円となり、前事業年度末に比べて16,046千円増加い

たしました。これは主として剰余金の配当により124,503千円減少したものの、四半期純利益135,746千円を計上し

たことによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年５月期の業績予想につきましては、2025年７月14日に公表いたしました通期の業績予想に変更はありませ

ん。
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（単位：千円）

前事業年度
（2025年５月31日）

当第１四半期会計期間
（2025年８月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,334,112 2,517,022

受取手形、売掛金及び契約資産 90,871 319,031

商品 960,913 1,374,166

その他 5,316 80,729

流動資産合計 4,391,214 4,290,949

固定資産

有形固定資産 134,563 123,941

無形固定資産 32,419 35,528

投資その他の資産 50,392 50,055

固定資産合計 217,374 209,524

資産合計 4,608,588 4,500,474

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 254,658 190,804

未払法人税等 193,545 66,801

前受金 455,845 586,672

引当金 － 14,550

その他 123,207 64,120

流動負債合計 1,027,257 922,949

固定負債

長期前受金 503,482 483,630

長期未払金 225,931 225,931

固定負債合計 729,414 709,562

負債合計 1,756,672 1,632,511

純資産の部

株主資本

資本金 290,879 292,603

資本剰余金 891,501 893,224

利益剰余金 1,667,124 1,678,368

自己株式 △987 △1,086

株主資本合計 2,848,518 2,863,108

新株予約権 3,398 4,854

純資産合計 2,851,916 2,867,963

負債純資産合計 4,608,588 4,500,474

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前第１四半期累計期間
（自　2024年６月１日

至　2024年８月31日）

当第１四半期累計期間
（自　2025年６月１日

至　2025年８月31日）

売上高 1,249,213 948,848

売上原価 969,576 646,727

売上総利益 279,636 302,120

販売費及び一般管理費 103,293 135,206

営業利益 176,342 166,914

営業外収益

為替差益 － 22,907

受取利息 1,035 8,203

その他 194 28

営業外収益合計 1,230 31,139

営業外費用

為替差損 13,242 －

営業外費用合計 13,242 －

経常利益 164,331 198,054

税引前四半期純利益 164,331 198,054

法人税等 50,455 62,307

四半期純利益 113,876 135,746

（２）四半期損益計算書
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更及び会計上の見積りの変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更及び耐用年数の変更）

　従来、当社ではクラウドサービスに係る資産の減価償却方法については定額法を採用しておりましたが、当第１

四半期会計期間よりクラウドサービスの契約年数が３年未満の場合には定率法に変更しております。この変更は、

新しいクラウドサービスを開始したことによるものであります。従来のクラウドサービスは中期の契約期間を想定

しておりましたが、新しいクラウドサービスでは１年間といった短期間の契約期間での契約も発生することから、

経済的価値が時の経過とともに逓減していくと考えられるため、定率法がより当社の経営成績を適正に反映できる

ものと判断しております。

　また、当第１四半期会計期間より減価償却方法の変更にあわせて、クラウドサービスに係る資産のうち、契約年

数が３年未満の資産の耐用年数を経済的使用可能予測期間に基づく３年に見直し、将来にわたり変更しておりま

す。

　これによる当第１四半期累計期間への影響はございません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等の注記）

　当社は、システムインキュベーション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期累計期間
（自　2024年６月１日

至　2024年８月31日）

当第１四半期累計期間
（自　2025年６月１日

至　2025年８月31日）

減価償却費 9,384千円 19,724千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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